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【カイロ=久門武史】石油輸出国機構（OPEC）とロシアなど非加盟の主要産油国でつくる「OPECプラ

ス」は4日、4月も協調減産を緩めない姿勢を強調した。原油相場は急上昇し、1年2カ月ぶり高値をつけ

た。新型コロナウイルスのワクチン接種で原油需要は回復するが、供給を絞り続ける構えだ。

OPECプラスは同日、オンラインで閣僚協議を開き「4月に3月の生産水準を継続することを承認した」と

の声明を発表した。例外として、季節要因を理由にロシアに日量13万バレル、カザフスタンに2万バレル

の減産縮小を認めた。

協調減産の規模は、3月の計705万バレルから4月は実質690万バレルになる。4月は50万バレル縮小すると

の観測が出ていたため、市場は買いで反応した。国際指標の北海ブレント原油先物は4日、一時1バレル67

ドル台と前日比6%上昇し、2020年1月以来の高値をつけた。「実際の需要回復を待つとしたことで、市場

に驚きを与えた」と英ウッドマッケンジーのアン・ルイス・ヒトル氏はみる。

先進国でワクチンの接種が進み、ロックダウン（都市封鎖）の緩和が近づく。国際エネルギー機関（IEA）

は21年の世界の原油需要を前年比6%増の日量9640万バレルと予測し「先進国の大規模なワクチン接種で

年後半の需要回復が速まる」とみる。

このためロシアは減産緩和に前向きだったが、クギを刺したのがサウジだ。アブドルアジズ・エネルギー

相は4日の閣僚協議の冒頭「我々は慎重に行動しなければならない」と戒めた。変異ウイルスの感染拡大な

どのリスクがくすぶるからだ。

産油国の見立てが一致しないなか、サウジは協調減産に上乗せする形で自主的に減産すると表明した。2～

3月としていた日量100万バレルの自主減産を4月も続けると表明した。ロシアなど2カ国が例外的に減産を

縮小する15万バレルを補って余りある。

自らすすんで輸出量を削るサウジは、OPECプラスの結束を保つ要石だ。他の産油国に減産順守を迫る効

果はあるが、他国がサウジに依存する構図も強まりかねない。エネルギー市場で、サウジの重みが急速に

増している。
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OPECプラス、原油高騰でも減産継続
「来月も」
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ＯＰＥＣプラスの減産継続、消費主導の景気回復を阻害＝インド

［ニューデリー　５日　ロイター］ - インドのプラダン石油・天然ガス相は、

石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）加盟国とロシアなどの非加盟国で構成する「ＯＰ

ＥＣプラス」が協調減産の継続を決定したことについて、消費主導の景気回復

を阻害し、原油消費国の消費者に打撃を与える、と述べた。

インドは世界３位の石油輸入国であり消費国。かねてから主要産油国に対し、

減産を緩和して世界の景気回復を支援するよう呼びかけていた。

同相はロイターに対し、「最大の原油消費国の一つとしてインドは、産油国に

よるそのような行動が消費主導の回復を弱め、殊に価格に敏感な市場において

消費者に打撃を与える可能性があると懸念している」と述べた。

「ＯＰＥＣプラス」は４日、ロシアとカザフスタンに若干の増産を認めながら

も、協調減産を４月まで１カ月延長することで合意した。
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